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成果の概要／岩﨑毅 

 私は二演題をポスターツアーで発表した。両者ともに３分を口頭で発表し、２分の

質疑応答という形式であった。両者ともに聴衆はおよそ 30 人程度であった。 

 一演題目の「単球由来のトランスクリプトームが関節リウマチにおけるアバタセプ

トの効果を説明する」については 10 人程度から質問を頂き、質疑応答で(嬉しくも)大

幅に制限時間を超えるような反響があった。私の研究内容は末梢血のトランスクリプ

トーム・プロテオームから関節リウマチ患者におけるアバタセプトの反応性を予測す

るというもので、単球における活性化シグナル(MYD88→HGF 軸、およびミトコンド

リア関連経路)があった場合治療反応性が悪いというものであった。質問内容は「リウ

マチ患者の滑膜における HGF の発現を免疫組織染色などで確認したか」「セルタイ

プ・エンリッチメント解析の元となる遺伝子発現データベースの妥当性について」

「HGF のレセプターの発現はどうなっているのか」「アバタセプト反応者・非反応者

の定義はどのようにしたか」といったものであった。自分が引用し使用している論文

の著者が質問者の中にいたり、イタリアの大学教授から是非コラボレーションしまし

ょうと言われたりするなど、国際会議ならではのつながりも生まれ嬉しかった。 

 二演題目は「ANCA 関連血管炎患者における体細胞変異の同定」では RNA 配列と

DNA 配列を比較することにより体細胞変異を同定したという内容の発表を行った。こ

ちらも沢山の質問を頂き、「研究にリクルートされた患者はどのような治療がされ、ま

たそれにより体細胞変異はどのように変化したか」「体細胞変異の CRIPR による機能

解析を行うのに用いた細胞はどういったものか」といった内容であった。同じセクシ

ョンには同様に体細胞変異の研究を行っている研究者もおり、彼女の演題は関節リウ

マチ患者で特定の遺伝子の変異をみとめており、さらにその変異割合は抗体価と比例

という内容でとても興味深かった。セッション終了後に互いの研究内容について議論

を交わし、名刺も交換した。 

 欧州リウマチ学会は Covid19 アウトブレイク期間を終え久々のオンサイトのみの集

会で、予想を超えた人数が参加していた。筆者は大会長の挨拶から終日のハイライト

セッションまでみっちり参加し、興味のある内容には 4-5 回程ホールで質問も行い、

そういった議論の場が私にとっては初めてで貴重であった。また学会終了日には現地

で知り合った海外の研究室メンバーと食事をし、研究内容や海外の事情について知る

ことができとても勉強になった。筆者にとって初めての欧州リウマチ学会参加であっ

たが、誇れるような成果を発表できるよう、引き続き頑張りたいと考えている。 


